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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録規格のバージョンを示すバージョン情報と、標準速度で記録情報を記録するための
標準記録条件情報と、前記標準速度よりも高速である１又は複数の高速記録速度で前記記
録情報を記録するための高速記録条件情報と、当該高速記録条件情報が、前記記録規格に
おけるいずれのバージョンに適合しているかを示す適合バージョン情報と、を記録した情
報記録媒体に対して前記記録情報を記録する情報記録装置において、
　前記情報記録媒体に記録された前記バージョン情報と、前記情報記録装置のバージョン
情報とを比較し、当該情報記録装置が前記情報記録媒体に対して記録可能であるか記録不
能であるかを判定する第１判定手段と、
　前記第１判定手段が記録不能であると判定した場合に、前記情報記録媒体の前記適合バ
ージョン情報と前記情報記録装置のバージョン情報とを比較して、当該情報記録装置が前
記情報記録媒体に対して記録可能であるか記録不能であるかを判定する第２判定手段と、
　前記第１判定手段及び前記第２判定手段のいずれか一方が記録可能であると判定した場
合に、前記情報記録媒体に対して前記記録情報の記録を行う記録手段と、を備え、
　前記記録手段は、前記第２判定手段により前記情報記録媒体に対して記録可能と判定さ
れた場合に、前記情報記録装置のバージョン情報に一致する適合バージョン情報に対応す
る高速記録条件情報の記録速度で情報を記録することを特徴とする情報記録装置。
【請求項２】
　前記第１判定手段及び前記第２判定手段の両方が記録不能であると判定した場合に、前
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記情報記録媒体を前記情報記録装置からイジェクトする手段をさらに備えることを特徴と
する請求項１に記載の情報記録装置。
【請求項３】
　前記記録手段は、前記情報記録装置のバージョン情報に対応する記録条件情報を前記情
報記録媒体から取得し、当該記録条件情報に従って情報の記録を行うことを特徴とする請
求項１又は２に記載の情報記録装置。
【請求項４】
　記録規格のバージョンを示すバージョン情報と、標準速度で記録情報を記録するための
標準記録条件情報と、前記標準速度よりも高速である１又は複数の高速記録速度で前記記
録情報を記録するための高速記録条件情報と、当該高速記録条件情報が、前記記録規格に
おけるいずれのバージョンに適合しているかを示す適合バージョン情報と、を記録した情
報記録媒体に対して前記記録情報を記録する情報記録方法において、
　前記情報記録媒体に記録された前記バージョン情報と、前記情報記録装置のバージョン
情報とを比較し、当該情報記録装置が前記情報記録媒体に対して記録可能であるか記録不
能であるかを判定する第１判定工程と、
　前記第１判定工程により記録不能であると判定された場合に、前記情報記録媒体の前記
適合バージョン情報と前記情報記録装置のバージョン情報とを比較して、当該情報記録装
置が前記情報記録媒体に対して記録可能であるか記録不能であるかを判定する第２判定工
程と、
　前記第１判定工程及び前記第２判定工程のいずれか一方において記録可能であると判定
された場合に、前記情報記録媒体に対して前記記録情報の記録を行う記録工程と、を有し
、
　前記記録工程は、前記第２判定工程により前記情報記録媒体に対して記録可能と判定さ
れた場合に、前記情報記録装置のバージョン情報に一致する適合バージョン情報に対応す
る高速記録条件情報の記録速度で情報を記録することを特徴とする情報記録方法。
【請求項５】
　記録規格のバージョンを示すバージョン情報と、標準速度で記録情報を記録するための
標準記録条件情報と、前記標準速度よりも高速である１又は複数の高速記録速度で前記記
録情報を記録するための高速記録条件情報と、当該高速記録条件情報が、前記記録規格に
おけるいずれのバージョンに適合しているかを示す適合バージョン情報と、を記録した情
報記録媒体に対して前記記録情報を記録する情報記録装置内に含まれるコンピュータによ
り実行される情報記録制御プログラムであって、前記コンピュータを、
　前記情報記録媒体に記録された前記バージョン情報と、前記情報記録装置のバージョン
情報とを比較し、当該情報記録装置が前記情報記録媒体に対して記録可能であるか記録不
能であるかを判定する第１判定手段と、
　前記第１判定手段が記録不能であると判定した場合に、前記情報記録媒体の前記適合バ
ージョン情報と前記情報記録装置のバージョン情報とを比較して、当該情報記録装置が前
記情報記録媒体に対して記録可能であるか記録不能であるかを判定する第２判定手段と、
　前記第１判定手段及び前記第２判定手段のいずれか一方が記録可能であると判定した場
合に、前記情報記録媒体に対して前記記録情報の記録を行う記録手段として機能させ、
　前記記録手段は、前記第２判定手段により前記情報記録媒体に対して記録可能と判定さ
れた場合に、前記情報記録装置のバージョン情報に一致する適合バージョン情報に対応す
る高速記録条件情報の記録速度で情報を記録することを特徴とする情報記録制御プログラ
ム。
【請求項６】
　記録規格のバージョンを示すバージョン情報と、標準速度で記録情報を記録するための
標準記録条件情報と、前記標準速度よりも高速である１又は複数の高速記録速度で前記記
録情報を記録するための高速記録条件情報と、当該高速記録条件情報が、前記記録規格に
おけるいずれのバージョンに適合しているかを示す適合バージョン情報と、を記録した情
報記録媒体に対して前記記録情報を記録する情報記録装置内に含まれるコンピュータによ



(3) JP 4695324 B2 2011.6.8

10

20

30

40

50

り実行される情報記録制御プログラムを記憶したプログラム記録媒体であって、前記情報
記録制御プログラムは、前記コンピュータを、
　前記情報記録媒体に記録された前記バージョン情報と、前記情報記録装置のバージョン
情報とを比較し、当該情報記録装置が前記情報記録媒体に対して記録可能であるか記録不
能であるかを判定する第１判定手段と、
　前記第１判定手段が記録不能であると判定した場合に、前記情報記録媒体の前記適合バ
ージョン情報と前記情報記録装置のバージョン情報とを比較して、当該情報記録装置が前
記情報記録媒体に対して記録可能であるか記録不能であるかを判定する第２判定手段と、
　前記第１判定手段及び前記第２判定手段のいずれか一方が記録可能であると判定した場
合に、前記情報記録媒体に対して前記記録情報の記録を行う記録手段と、して機能させ、
　前記記録手段は、前記第２判定手段により前記情報記録媒体に対して記録可能と判定さ
れた場合に、前記情報記録装置のバージョン情報に一致する適合バージョン情報に対応す
る高速記録条件情報の記録速度で情報を記録することを特徴とするプログラム記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＤＶＤ－Ｒ（DVD-Recordable）、ＤＶＤ－ＲＷ（DVD-Rewritable）などの、追
記又は書き換え可能な記録媒体、並びに、そのような記録媒体に情報を記録するための情
報記録装置及び方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
情報の追記又は複数回にわたる書き換えが可能な情報記録媒体として、ＤＶＤ－ＲやＤＶ
Ｄ－ＲＷが知られている。これらの情報記録媒体には、その情報記録媒体に適合する記録
速度や記録条件に関する情報が記録されている。具体的に、ＤＶＤ－ＲやＤＶＤ－ＲＷの
リードインエリア内のコントロールデータゾーンには、当該ディスクに適合する記録方法
を規定する記録規格のパートバージョン（Part Version）情報が記録されている。パート
バージョン情報は、そのディスクがＤＶＤ記録規格のどのバージョンに適合しているかを
示している。
【０００３】
一方、ＤＶＤ－ＲやＤＶＤ－ＲＷに情報を記録するためのドライブ装置（情報記録装置）
は、そのドライブ装置がどのバージョンに従って情報を記録できるかを示すドライブ装置
側のバージョン情報を有している。あるディスクがセットされると、ドライブ装置は、そ
のディスクのリードインエリアから上述のパートバージョン情報を取得し、ドライブ装置
側のバージョン情報と比較する。ドライブ装置側のバージョン情報がディスク上のパート
バージョン情報と同一バージョンであるか、又は、ディスク上のパートバージョンより上
位バージョンである場合、そのディスクはそのドライブ装置による情報記録に適合するこ
とになる。一方、ドライブ装置側のバージョン情報がディスク上のパートバージョン情報
より下位のバージョンである場合、ドライブ装置はそのディスクへの記録に適合していな
いとして、そのディスクをイジェクトする。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
近年では、ドライブ装置の性能が向上しており、４倍速や８倍速などの高速記録に対応し
たディスクが要求されている。しかし、４倍速対応のディスクや８倍速対応のディスクな
どが市場に混在する状況となると、ドライブ装置は、パートバージョンが一致しないとの
理由で、本来記録可能であるディスクまでイジェクトしてしまうという問題が生じる。
【０００５】
例えば、４倍速対応のディスクのパートバージョンがバージョン２．０ｘであり、８倍速
対応のディスクのパートバージョンがバージョン３．０ｘであるとする。通常、下位バー
ジョンとの互換性を確保するために、８倍速対応のディスクは、４倍速モードで情報の記
録も可能であるように構成されている。よって、８倍速対応のディスクに対しては、８倍



(4) JP 4695324 B2 2011.6.8

10

20

30

40

50

速のドライブ装置により８倍速で記録を行うことができるのは当然として、４倍速のドラ
イブ装置によって４倍速記録を行うことも可能である。
【０００６】
しかし、記録規格によれば、１つのディスクについてのパートバージョン情報は１つであ
るので、８倍速対応のディスクには前述のようにバージョン３．０ｘのパートバージョン
情報が記録されている。よって、４倍速ドライブ装置を使用して８倍速対応のディスクに
４倍速記録を行おうとした場合、そのドライブ装置はその８倍速対応ディスクのパートバ
ージョン情報（バージョン３．０ｘ）を読み出し、ドライブ装置側のバージョン情報（バ
ージョン２．０ｘ）と比較する。その結果、そのドライブ装置は、４倍速記録であればそ
のディスクに対して情報を記録することができるにもかかわらず、そのディスクを記録不
能としてイジェクトしてしまう。
【０００７】
このように、パートバージョン情報のみを使用して記録可能なディスクを判別する手法で
は、上位バージョンのディスクに対して、それより下位バージョンのドライブ装置により
情報記録を試みると、実際には記録できるにもかかわらず、ディスクが自動的にイジェク
トされてしまうという問題が生じうる。
【０００８】
本発明は、以上の点に鑑みてなされたものであり、ディスクとドライブ装置との適合性を
正しく判断し、実際に記録が可能な組み合わせにおいては記録を行うことを確保すること
が可能な情報記録媒体及び情報記録装置を提供することを課題とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明の第１の観点は、記録規格のバージョンを示すバージョン情報と、標準速度で記
録情報を記録するための標準記録条件情報と、前記標準速度よりも高速である１又は複数
の高速記録速度で前記記録情報を記録するための高速記録条件情報と、当該高速記録条件
情報が、前記記録規格におけるいずれのバージョンに適合しているかを示す適合バージョ
ン情報と、を記録した情報記録媒体に対して前記記録情報を記録する情報記録装置におい
て、前記情報記録媒体に記録された前記バージョン情報と、前記情報記録装置のバージョ
ン情報とを比較し、当該情報記録装置が前記情報記録媒体に対して記録可能であるか記録
不能であるかを判定する第１判定手段と、前記第１判定手段が記録不能であると判定した
場合に、前記情報記録媒体の前記適合バージョン情報と前記情報記録装置のバージョン情
報とを比較して、当該情報記録装置が前記情報記録媒体に対して記録可能であるか記録不
能であるかを判定する第２判定手段と、前記第１判定手段及び前記第２判定手段のいずれ
か一方が記録可能であると判定した場合に、前記情報記録媒体に対して前記記録情報の記
録を行う記録手段と、を備え、前記記録手段は、前記第２判定手段により前記情報記録媒
体に対して記録可能と判定された場合に、前記情報記録装置のバージョン情報に一致する
適合バージョン情報に対応する高速記録条件情報の記録速度で情報を記録することを特徴
とする。
【００１４】
上記の情報記録装置によれば、情報記録媒体には、当該情報記録媒体が記録規格のどのバ
ージョンに対応するかを示すバージョン情報が記録されている。また、１倍速と呼ばれる
標準速度で記録情報を記録するための標準記録条件情報と、それより高速で前記記録情報
を記録するための高速記録条件情報とが記録されている。情報記録装置は、情報記録媒体
上に記録されているバージョン情報を、情報記録装置側のバージョン情報と比較し、情報
記録が可能であるか否かを判定する。バージョン情報により情報記録が不能であると判定
された場合には、さらに適合バージョン情報を情報記録装置側のバージョン情報と比較し
、情報記録が可能であるか否かが判定される。よって、バージョン情報のみでは記録不能
と判定された場合でも、高速記録条件に個別に対応する適合バージョン情報によって記録
可能であると判定されれば、記録情報の記録を行うことができる。こうして、当該情報記
録媒体に対して記録が可能であるか否かを正しく判定することができる。



(5) JP 4695324 B2 2011.6.8

10

20

30

40

50

【００１５】
上記の情報記録装置の一態様は、前記第１判定手段及び前記第２判定手段の両方が記録不
能であると判定した場合に、前記情報記録媒体を前記情報記録装置からイジェクトする手
段をさらに備える。これにより、最終的に記録不能であると判定された情報記録媒体は、
情報記録装置から自動的に排出され、記録が実行されることがない。
【００１６】
上記の情報記録装置の他の一態様では、前記記録手段は、前記情報記録装置のバージョン
情報に対応する記録条件情報を前記情報記録媒体から取得し、当該記録条件情報に従って
情報の記録を行う。これにより、情報記録媒体上に予め記録されている適切な記録条件情
報に従って情報の記録が行われる。
【００１９】
　本発明のさらに他の観点では、記録規格のバージョンを示すバージョン情報と、標準速
度で記録情報を記録するための標準記録条件情報と、前記標準速度よりも高速である１又
は複数の高速記録速度で前記記録情報を記録するための高速記録条件情報と、当該高速記
録条件情報が、前記記録規格におけるいずれのバージョンに適合しているかを示す適合バ
ージョン情報と、を記録した情報記録媒体に対して前記記録情報を記録する情報記録方法
において、ゼ機情報記録媒体に記録された前記バージョン情報と、前記情報記録装置のバ
ージョン情報とを比較し、当該情報記録装置が前記情報記録媒体に対して記録可能である
か記録不能であるかを判定する第１判定工程と、前記第１判定工程により記録不能である
と判定された場合に、前記情報記録媒体の前記適合バージョン情報と前記情報記録装置の
バージョン情報とを比較して、当該情報記録装置が前記情報記録媒体に対して記録可能で
あるか記録不能であるかを判定する第２判定工程と、前記第１判定工程及び前記第２判定
工程のいずれか一方において記録可能であると判定された場合に、前記情報記録媒体に対
して前記記録情報の記録を行う記録工程と、を有し、前記記録工程は、前記第２判定工程
により前記情報記録媒体に対して記録可能と判定された場合に、前記情報記録装置のバー
ジョン情報に一致する適合バージョン情報に対応する高速記録条件情報の記録速度で情報
を記録する。
【００２０】
上記の情報記録方法によれば、上述の情報記録装置と同様に、情報記録媒体上に記録され
ているバージョン情報を、情報記録装置側のバージョン情報と比較し、情報記録が可能で
あるか否かが判定される。バージョン情報により情報記録が不能であると判定された場合
には、さらに適合バージョン情報を情報記録装置側のバージョン情報と比較し、情報記録
が可能であるか否かが判定される。よって、バージョン情報のみでは記録不能と判定され
た場合でも、高速記録条件に個別に対応する適合バージョン情報によって記録可能である
と判定されれば、記録情報の記録を行うことができる。こうして、当該情報記録媒体に対
して記録が可能であるか否かを正しく判定することができる。
【００２１】
　また、本発明のさらに他の観点では、記録規格のバージョンを示すバージョン情報と、
標準速度で記録情報を記録するための標準記録条件情報と、前記標準速度よりも高速であ
る１又は複数の高速記録速度で前記記録情報を記録するための高速記録条件情報と、当該
高速記録条件情報が、前記記録規格におけるいずれのバージョンに適合しているかを示す
適合バージョン情報と、を記録した情報記録媒体に対して前記記録情報を記録する情報記
録装置内に含まれるコンピュータにより実行される情報記録制御プログラムは、前記コン
ピュータを、前記情報記録媒体に記録された前記バージョン情報と、前記情報記録装置の
バージョン情報とを比較し、当該情報記録装置が前記情報記録媒体に対して記録可能であ
るか記録不能であるかを判定する第１判定手段と、前記第１判定手段が記録不能であると
判定した場合に、前記情報記録媒体の前記適合バージョン情報と前記情報記録装置のバー
ジョン情報とを比較して、当該情報記録装置が前記情報記録媒体に対して記録可能である
か記録不能であるかを判定する第２判定手段と、前記第１判定手段及び前記第２判定手段
のいずれか一方が記録可能であると判定した場合に、前記情報記録媒体に対して前記記録
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情報の記録を行う記録手段と、して機能させ、前記記録手段は、前記第２判定手段により
前記情報記録媒体に対して記録可能と判定された場合に、前記情報記録装置のバージョン
情報に一致する適合バージョン情報に対応する高速記録条件情報の記録速度で情報を記録
する。
【００２２】
　また、本発明のさらに他の観点では、記録規格のバージョンを示すバージョン情報と、
標準速度で記録情報を記録するための標準記録条件情報と、前記標準速度よりも高速であ
る１又は複数の高速記録速度で前記記録情報を記録するための高速記録条件情報と、当該
高速記録条件情報が、前記記録規格におけるいずれのバージョンに適合しているかを示す
適合バージョン情報と、を記録した情報記録媒体に対して前記記録情報を記録する情報記
録装置内に含まれるコンピュータにより実行される情報記録制御プログラムを記憶したプ
ログラム記録媒体であって、前記情報記録制御プログラムは、前記コンピュータを、前記
情報記録媒体に記録された前記バージョン情報と、前記情報記録装置のバージョン情報と
を比較し、当該情報記録装置が前記情報記録媒体に対して記録可能であるか記録不能であ
るかを判定する第１判定手段と、前記第１判定手段が記録不能であると判定した場合に、
前記情報記録媒体の前記適合バージョン情報と前記情報記録装置のバージョン情報とを比
較して、当該情報記録装置が前記情報記録媒体に対して記録可能であるか記録不能である
かを判定する第２判定手段と、前記第１判定手段及び前記第２判定手段のいずれか一方が
記録可能であると判定した場合に、前記情報記録媒体に対して前記記録情報の記録を行う
記録手段として機能させ、前記記録手段は、前記第２判定手段により前記情報記録媒体に
対して記録可能と判定された場合に、前記情報記録装置のバージョン情報に一致する適合
バージョン情報に対応する高速記録条件情報の記録速度で情報を記録する。
【００２３】
上記の情報記録制御プログラム及びそれを記録したプログラム記録媒体によれば、当該情
報記録制御プログラムを実行することにより、上述の情報記録装置と同様に、情報記録媒
体上に記録されているバージョン情報を、情報記録装置側のバージョン情報と比較し、情
報記録が可能であるか否かが判定される。バージョン情報により情報記録が不能であると
判定された場合には、さらに適合バージョン情報を情報記録装置側のバージョン情報と比
較し、情報記録が可能であるか否かが判定される。よって、バージョン情報のみでは記録
不能と判定された場合でも、高速記録条件に個別に対応する適合バージョン情報によって
記録可能であると判定されれば、記録情報の記録を行うことができる。こうして、当該情
報記録媒体に対して記録が可能であるか否かを正しく判定することができる。
【００２４】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の好適な実施の形態について説明する。
【００２５】
［ＤＶＤ－Ｒ］
始めに、本発明を適用した記録媒体としてのＤＶＤ－Ｒについて図１及び図２を用いて説
明する。
【００２６】
まず、図１を用いてＤＶＤ－Ｒの構造について説明する。なお、図１はその構造を判りや
すくするため、ディスク裏面から見た図を示している。図１において、ＤＶＤ－Ｒ３１は
データ記録層としての色素膜３５を備えた１回のみ情報データの書き込みが可能な色素型
ＤＶＤ－Ｒであり、データ記録用トラックとしてのグルーブトラック３２と当該グルーブ
トラック３２に再生光又は記録光としてのレーザビーム等の光ビームＢを誘導するための
ガイド用トラックとしてのランドトラック３３が形成されている。また、それらを保護す
るための保護膜３７及び記録されたデータを再生する際に光ビームＢを反射するための金
蒸着膜３６を備えている。そして、このランドトラック３３にプリピット情報に対応する
プリピット３４が形成されている。このプリピット３４はＤＶＤ－Ｒ３１を出荷する前に
予め形成されているものである。
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【００２７】
更に、当該ＤＶＤ－Ｒ３１においては、グルーブトラック３２をディスクの回転速度に対
応する周波数でウォブリングさせている。このウォブリングされたグルーブトラック３２
は、上記プリピット３４と同様に、ＤＶＤ－Ｒ３１を出荷する前に予め形成されるもので
ある。
【００２８】
そして、ＤＶＤ－Ｒ３１に記録情報（プリピット情報以外の本来記録するべき画像情報等
の情報をいう。以下同じ。）を記録する際には、後述のデータ記録装置においてこのグル
ーブトラック３２のウォブリング周波数を抽出することによりＤＶＤ－Ｒ３１を所定の回
転速度で回転制御すると共に、プリピット３４を検出することにより予めプリピット情報
を取得し、それに基づいて記録光としての光ビームＢの最適出力等が設定されると共に、
記録情報を記録すべきＤＶＤ－Ｒ３１上の位置を示すアドレス情報等が取得され、このア
ドレス情報に基づいて記録情報が対応する記録位置に記録される。
【００２９】
ここで、記録情報の記録時には、光ビームＢをその中心がグルーブトラック３２の中心と
一致するように照射してグルーブトラック３２上に記録情報データに対応する記録情報ピ
ットを形成することにより、記録情報を記録する。この時、光スポットＳＰの大きさは、
図１に示すように、その一部がグルーブトラック３２だけではなくランドトラック３３に
も照射されるように設定される。
【００３０】
そして、このランドトラック３３に照射された光スポットＳＰの一部の反射光を用いてプ
ッシュプル法（グルーブトラック３２の接線方向、すなわち、ＤＶＤ－Ｒ３１の回転方向
に平行な分割線により分割された光検出器を用いたプッシュプル法（以下、ラジアルプッ
シュプル方式という。））により、プリピット３４からプリピット情報を検出して当該プ
リピット情報が取得されると共にグルーブトラック３２からウォブル信号を抽出してディ
スクの回転に同期した後述する記録用クロック信号が取得される。
【００３１】
次に、上記ＤＶＤ－Ｒ３１に予め記録されているプリピット情報の記録フォーマットにつ
いて、図２を用いて説明する。なお、図２において、上段は記録情報データにおける記録
フォーマットを示し、下段の波形は当該記録情報データを記録するグルーブトラック３２
のウォブリング状態（グルーブトラック３２の平面図）を示し、記録情報とグルーブトラ
ック３２のウォブリング状態の間の上向き矢印は、プリピット３４が形成される位置を模
式的に示すものである。ここで、図２においては、グルーブトラック３２のウォブリング
状態は、理解の容易のため実際の振幅よりも大きい振幅を用いて示している。なお、記録
情報データは当該グルーブトラック３２の中心線上に記録される。
【００３２】
図２に示すように、上記ＤＶＤ－Ｒ３１に記録される記録情報は、予め情報単位としての
シンクフレーム毎に分割されている。そして、２６のシンクフレームにより一のレコーデ
ィングセクタが形成され、更に、１６のレコーディングセクタにより一のＥＣＣ（Error 
Correcting Code ）ブロックが形成される。なお、一のシンクフレームは、上記記録情報
を記録する際の記録フォーマットにより規定されるピット間隔に対応する単位長さ（以下
、Ｔという。）の１４８８倍（１４８８Ｔ）の長さを有しており、更に、一のシンクフレ
ームの先頭の１４Ｔの長さの部分はシンクフレーム毎の同期をとるための同期情報ＳＹと
して用いられる。
【００３３】
一方、上記ＤＶＤ－Ｒ３１に記録されるプリピット情報は、シンクフレーム毎に記録され
る。ここで、プリピット３４によりＤＶＤ－Ｒ３１にプリピット情報が記録される場合は
、記録情報における夫々のシンクフレームにおける同期情報ＳＹが記録される領域に隣接
するランドトラック３３上に、プリピット情報における同期信号を示すものとして必ず一
のプリピット３４が形成されると共に、当該同期情報ＳＹ以外の当該シンクフレーム内の
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前半部分に隣接するランドトラック３３上に、記録すべきプリピット情報の内容を示すも
のとして二又は一のプリピット３４が形成される（なお、同期情報ＳＹ以外の当該シンク
フレーム内の前半部分については、記録すべきプリピット情報の内容によってはプリピッ
ト３４が形成されない場合もある。）。
【００３４】
この際、一のレコーディングセクタにおいては、偶数番目のシンクフレーム（以下、ＥＶ
ＥＮフレームという。）のみにプリピット３４が形成されてプリピット情報が記録される
。すなわち、図２において、ＥＶＥＮフレームにプリピット３４が形成された場合には（
図２において実線上向き矢印で示す。）、それに隣接するＯＤＤフレームにはプリピット
３４は形成されない。一のＥＶＥＮフレームとそれに続くＯＤＤフレームにおける上記各
プリピット３４（シンクフレームの先頭から夫々プリピットＢ０、Ｂ１及びＢ２とする。
）の有無の関係は、当該一のＥＶＥＮフレームがレコーディングセクタの先頭であるか否
か、及び当該一のＥＶＥＮフレームとそれに続くＯＤＤフレームに記録すべき情報の内容
に対応して設定される。
【００３５】
より詳細には、ＥＶＥＮフレームにプリピットを形成する場合には、レコーディングセク
タの先頭のシンクフレームにおいては、全てのプリピット３４（プリピットＢ０、Ｂ１及
びＢ２）が形成されており、レコーディングセクタの先頭以外のシンクフレームにおいて
は当該シンクフレームに記録すべきプリピット情報が「１」のときにはプリピットＢ０及
びＢ２のみが形成されており、記録記録すべきプリピット情報が「０」のときにはプリピ
ットＢ０及びＢ１が形成されている。また、ＯＤＤフレームにプリピットを形成する場合
には、レコーディングセクタの先頭のシンクフレームにおいては、プリピットＢ０及びＢ
１が形成されており、レコーディングセクタの先頭以外のシンクフレームにおいては上記
ＥＶＥＮフレームの場合と同様である。
【００３６】
なお、プリピット３４をＥＶＥＮフレーム／ＯＤＤフレームのいずれのシンクフレームに
形成するかは、隣接するランドトラック上に先行して形成されたプリピット３４の位置に
依存して決められる。すなわち、プリピット３４は通常ＥＶＥＮフレームに形成されるが
、当該ＥＶＥＮフレームにプリピット３４を形成した場合に、先行して形成された隣接す
るランドトラック上のプリピット３４とＤＶＤ－Ｒ３１のディスクの径方向において近接
する時には、ＯＤＤフレームにプリピット３４が形成されるのである。このように形成す
ることにより、隣接するランドトラック位置にはプリピット３４が存在しなくなるためプ
リピット３４の検出に当たってはクロストークによる影響を低減できる。
【００３７】
一方、グルーブトラック３２は、全てのシンクフレームに亘って１４０ＫＨｚの一定ウォ
ブリング周波数ｆ０（一のシンクフレーム内に８波分のウォブル信号が入る周波数）でウ
ォブリングされている。そして、後述のデータ記録装置において、この一定のウォブリン
グ周波数ｆ０を抽出することで、スピンドルモータの回転制御のための信号が検出される
と共に、記録用クロック信号が生成される。
【００３８】
なお、プリピット３４とウォブル信号との位相関係を一定にするため、プリピットＢ０は
、シンクフレームの開始位置からの所定位置（例えば７Ｔ分離れた位置）に形成され、プ
リピットＢ０から１８６Ｔ（１４８８Ｔ／８）分づつ離れてプリピットＢ１及びＢ２が形
成される（プリピットの形成方法については特開平１０－１５４３３２号に詳細に説明さ
れている。）。
【００３９】
［パートバージョン情報］
次に、パートバージョン情報について説明する。パートバージョン情報は、前述のように
、ＤＶＤ－Ｒディスクが適合した記録規格のバージョンを示す。図３にパートバージョン
情報のＤＶＤ－Ｒディスク上における記録位置を示す。図３に示すように、ＤＶＤ－Ｒデ
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ィスク３１は、リードインエリア５２と、データエリアと、リードアウトエリア５３とを
含み、リードインエリア５２はコントロールデータゾーン５４を含む。そして、コントロ
ールデータゾーン５４の先頭にはブックタイプ＆パートバージョンエリア５５が設けられ
、そこにブックタイプ（Book type）情報５６とパートバージョン情報５７とが記録され
ている。なお、パートバージョン情報は、図４に示されるプリピット情報内のＥＣＣブロ
ックアドレス等を記録する領域（ＩＤ１）内にも記録されている。
【００４０】
ブックタイプ情報５６は、ＤＶＤ規格を記述した記録規格（ブック）の種類を示す情報で
ある。具体的には図３に示すように、ブックタイプ情報５６は４ビットデータにより、そ
のディスクがリードオンリーＤＶＤ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＷのいず
れであるかを示している。本実施形態では、ＤＶＤ－Ｒディスクを使用しているので、ブ
ックタイプ情報として「0010b」が記録されていることになる。
【００４１】
一方、パートバージョン情報５７は、そのディスクが適合した記録規格のバージョン（パ
ートバージョン）を示している。具体的には、図３に示すように、パートバージョン情報
５７は４ビットデータにより、そのディスクがバージョン０．９ｘ～３．０ｘまでのいず
れのパートバージョンに対応しているかを示している。なお、本実施形態では、パートバ
ージョン３.０のディスクであるので、パートバージョンとして「１０００ｂ」が記録さ
れていることになる。
【００４２】
よって、ＤＶＤ－Ｒに対して記録情報データを記録する情報記録装置（ドライブ装置）は
、このパートバージョン情報５７を参照して、そのＤＶＤ－Ｒのパートバージョンを取得
し、情報記録装置自身のバージョンと比較する処理を行う。なお、その詳細については後
述する。
【００４３】
［コンパチビリティバージョン情報］
次に、本発明の１つの特徴部分である、コンパチビリティバージョン（Compatibility Ve
rsion）情報について説明する。コンパチビリティバージョン情報は、そのディスクがど
のバージョンに対応しているかを、記録用ライトストラテジーとの関連において記述した
適合バージョン情報である。コンパチビリティバージョン情報の記録位置を図４に示す。
図４に示すように、コンパチビリティバージョン情報は、プリピットの形態でディスクに
記録されているプリピット情報に含まれ、リードインエリア内のプリピットにより与えら
れるプリピット情報内に記述される。本実施形態では、コンパチビリティバージョン情報
は、プリピット情報内の、２倍速記録用ライトストラテジーを規定する領域（ＩＤ６及び
ＩＤ７）、４倍速記録用ライトストラテジーを規定する領域（ＩＤ８～ＩＤ１０）、及び
８倍速記録用ライトストラテジーを規定する領域（ＩＤ１１～ＩＤ１３）内に記録される
。また、図４に示すように、コンパチビリティバージョン情報は、４ビットデータにより
、記録規格の複数のバージョンのいずれかを示している。
【００４４】
前述のように、パートバージョン情報は、そのディスクに適合するＤＶＤ記録規格のバー
ジョンを示しており、ディスク毎に１つのみが決定されている。例えば８倍速対応のディ
スクのパートバージョンはバージョン３．０ｘであり、４倍速対応のディスクのパートバ
ージョンはバージョン２．０ｘであるという具合である。このため、ある８倍速対応のデ
ィスクが、実際には４倍速対応のドライブ装置によって４倍速での情報記録が可能である
場合でも、そのディスクのパートバージョン情報は８倍速対応ディスクのパートバージョ
ンであるバージョン３．０ｘのみとなる。
【００４５】
これに対し、コンパチビリティバージョン情報は、そのディスクについて実際に情報記録
が可能な全ての記録規格のバージョンを示している。即ち、８倍速対応のディスクであっ
ても、それが４倍速の情報記録装置によって４倍速記録が可能である場合には、その４倍
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速記録に対応するバージョン情報を示している。
【００４６】
図４に示す例は８倍速対応のディスクの例であり、このディスクのパートバージョン情報
はバージョン３．０ｘである（図３参照）。しかし、コンパチビリティバージョン情報は
、図４に示すように、２倍速記録用ライトストラテジー、４倍速記録用ライトストラテジ
ー及び８倍速記録用ライトストラテジーの全てについてコンパチビリティバージョン情報
を含んでいる。よって、この８倍速対応ディスクにおいては、領域ＩＤ１１～ＩＤ１３に
記述された８倍速記録用ライトストラテジーはバージョン３．０ｘに適合しており、領域
ＩＤ８～１０に記述された４倍速記録用ライトストラテジーはバージョン２．０ｘに適合
しており、領域ＩＤ６～ＩＤ７に記述された２倍速記録用ライトストラテジーはバージョ
ン２．０ｘに適合していることが、各コンパチビリティバージョン情報により示されてい
る。即ち、このディスクは、各記録速度のライトストラテジーを使用して、２倍速～８倍
速のいずれの記録速度でも情報記録を行うことができる。
【００４７】
なお、本実施形態では、コンパチビリティバージョン情報のビット割り当ては、図３に示
すパートバージョン情報のビット割り当てと同一としている。これはバージョン情報の比
較処理を単純化できるという利点を有するが、必須ではない。即ち、コンパチビリティバ
ージョン情報のビット割り当てを、パートバージョン情報のビット割り当てと異なるよう
にしてもよい。
【００４８】
［情報記録装置］
次に、本発明による情報記録再生装置の実施形態について図５に基づいて説明する。なお
、以下の実施形態では、ＤＶＤ－Ｒ３１において、当該ＤＶＤ－Ｒ３１上のアドレス情報
等を含む上記プリピット３４及びウォブリングするグルーブトラック３２が予め形成され
ている。記録情報の記録時には、情報記録再生装置Ｓは、グルーブトラックのウォブル周
波数に基づいてＤＶＤ－Ｒ３１を回転制御するとともに、プリピット３４を検出すること
によりＤＶＤ－Ｒ３１上のアドレス情報を取得し、これにより記録情報を記録するＤＶＤ
－Ｒ３１上の記録位置を検出して記録する。また、情報記録再生装置Ｓは、プリピット３
４を検出することにより図４に示すプリピット情報からコンパチビリティバージョン情報
を取得するとともに、図３に示すリードインエリアのコントロールデータゾーンからパー
トバージョン情報７を取得する。
【００４９】
図５に示すように、情報記録再生装置Ｓは、ピックアップ１と、スピンドルモータ２と、
スピンドルドライバ３と、レーザ駆動回路４と、パワー制御回路５と、エンコーダ６と、
インタフェース７と、再生増幅器８と、デコーダ９と、プロセッサ（ＣＰＵ）１０と、回
転制御のための基準クロック信号を発生する基準クロック発生器１１と、ＢＰＦ（Band P
ass Filter）１２と、プリピット信号検出器１３と、プリピット信号デコーダ１４と、ウ
ォブル信号抽出器１５と、位相比較器１６と、回転制御信号を発生する位相比較器１７と
、ＰＬＬ（Phase Locked Loop ）回路１８と、移相器１９とから構成されている。ＰＬＬ
回路１８は、位相比較器１８１と、ＬＰＦ（Low Pass Filter)１８２と、ＶＣＯ（Voltag
e Controlled Oscillator ）１８３と、分周器１８４とを含む。
【００５０】
なお、情報記録再生装置Ｓにおいては、外部のホストコンピュータから（図示せず）記録
すべき記録情報がインタフェース７を介して入力され、また、ＤＶＤ－Ｒ３１に記録され
た記録情報はインタフェース７を介して出力される。
【００５１】
次に、全体の動作を説明する。ピックアップ１は、図示しないレーザダイオード、偏光ビ
ームスプリッタ及び対物レンズ、並びに光検出器を含む。ピックアップ１は、記録動作の
際は、レーザ駆動回路４から供給される、記録情報に基づいたレーザ駆動信号に応じて変
化する出射パワーで光ビームＢをＤＶＤ－Ｒ３１の情報記録面に照射して記録情報の記録
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を行うと共に、再生動作の際は、一定の出射パワー（読取パワー）で光ビームＢをＤＶＤ
－Ｒ３１に照射して、その反射光を光検出器で受光する様に動作する。
【００５２】
また、ピックアップ１は情報記録面に照射した光ビームの情報記録面からの反射光を光検
出器で受光し、これを電気信号に変換して、例えばラジアルプッシュプル方式に基づく演
算処理を施すことにより上記プリピット３４のプリピット信号、グルーブトラック３２の
ウォブル信号、及び記録情報を担う検出信号ＳDTを生成し、再生増幅器８に出力する。
【００５３】
再生増幅器８は、ピックアップ１から出力されたプリピット３４のプリピット信号及びグ
ルーブトラック３２のウォブル信号を担う検出信号ＳDTを増幅し、プリピット３４のプリ
ピット信号及びグルーブトラック３２のウォブル信号を含むプリピット情報信号ＳPPをＢ
ＰＦ１２に出力すると共に、再生動作の際には、既に記録されている記録情報に対応する
ＲＦ信号Ｓp をデコーダ９に出力する。
【００５４】
一方、ＢＰＦ１２は、再生増幅器８から供給されたプリピット情報信号ＳPPに含まれるノ
イズ成分を除去してウォブル信号の所定位置（例えば最大振幅位置）でプリピット信号が
重畳された複合信号ＳPCをプリピット信号検出器１３並びにウォブル信号抽出器１５に出
力する。
【００５５】
プリピット信号検出器１３は、複合信号ＳPCを所定の基準値、ウォブル信号の最大振幅値
より大きい基準レベルと比較する図示しないコンパレータからなり、複合信号ＳPCの振幅
レベルが上記プリピット検出基準レベルＶrpよりも大きい期間、すなわち、プリピットの
存在する期間において、パルス信号であるプリピット検出信号ＳPDをプリピット信号デコ
ーダ１４並びに位相比較器１６に出力する。
【００５６】
プリピット信号デコーダ１４は、供給されたプリピット検出信号ＳPDから、ＤＶＤ－Ｒ３
１上のアドレス情報を含むプリピット情報を復号して、ＣＰＵ１０に出力する。このプリ
ピット信号デコーダ１４により、プリピット情報に含まれるパートバージョン情報やコン
パチブルバージョン情報等が抽出されることになる。
【００５７】
一方、ウォブル信号抽出手段であるウォブル信号抽出器１５は、複合信号ＳPCを所定の基
準値、例えばウォブル信号のPP（Peak-to-Peak）値の中間レベルＶr0と比較する図示しな
いコンパレータを備え、複合信号ＳPCの振幅レベルが上記基準値Ｖr0よりも大となる期間
中にＨ（High）レベルとなるパルス信号を、抽出ウォブル信号ＳWBとして、位相比較器１
６、１７及びＰＬＬ回路１８に出力する。
【００５８】
ＰＬＬ回路１８は、位相比較器１８１、ＬＰＦ１８２、ＶＣＯ１８３及び分周器１８４か
らなり、入力された抽出ウォブル信号ＳWBの位相に同期したクロック信号ＳCKを移相器１
９に出力する。
【００５９】
一方、位相比較器１６は、後述する動作によってプリピット検出信号ＳPDと抽出ウォブル
信号ＳWBとの位相比較を行い、プリピット検出信号と抽出ウォブル信号とが本来有する所
定の位相関係からのずれを示す位相調整信号SCNTを移相器１９に出力する。
【００６０】
移相器１９は、ＰＬＬ回路１８から供給されるクロック信号ＳCKの位相を位相調整信号SC
NTに基づいて調整し、記録用クロック信号ＳCRとしてエンコーダ６並びにパワー制御回路
５に出力する。
【００６１】
一方、位相比較器１７は、入力された抽出ウォブル信号ＳWBと基準クロック発生器１１か
ら供給されるＤＶＤ－Ｒ３１の回転速度の基準周波数成分を担う基準クロック信号ＳREF 
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との位相比較を行い、その差信号を回転制御信号としてスピンドルドライバ３を介してス
ピンドルモータ２に供給する。これによりスピンドルサーボが構成され、ＤＶＤ－Ｒ３１
はスピンドルモータ２により所定の回転数で回転せしめられる。
【００６２】
インタフェース７は、ＣＰＵ１０の制御の下、図示しないホストコンピュータから送信さ
れてくる記録情報ＳRRを情報記録再生装置に取り込むためのインタフェース動作を行い、
当該記録情報ＳRRをＣＰＵ１０を介してエンコーダ６に出力する。
【００６３】
エンコーダ６は、移相器１９から供給される記録用クロック信号ＳCRをタイミング信号と
して、ＥＣＣ処理、８／１６変調処理並びにスクランブル処理を施し、変調信号ＳREを生
成してパワー制御回路５に出力する。
【００６４】
パワー制御回路５は、ディスク上に形成される記録ピットの形状を良好にするべく、移相
器１９から出力される記録用クロック信号ＳCRに基づいて、変調信号ＳREの波形変換（い
わゆる、ライトストラテジー処理）を行い、記録信号ＳD としてレーザ駆動回路４に出力
する。なお、ＣＰＵ１０は、プリピット信号デコーダ１４が生成したプリピット情報中の
ライトストラテジー情報（図４参照）に基づいて、変調信号ＳREの波形を制御する。
【００６５】
レーザ駆動回路４は、ピックアップ１中の図示しないレーザダイオードを実際に駆動して
、供給された記録信号ＳD に応じた出射パワーで光ビームＢを出射せしめるためのレーザ
駆動信号を出力する。
【００６６】
ＣＰＵ１０は、その内部メモリ１０Ｍにかかる装置Ｓが記録情報を記録する際の記録規格
を示す装置側のバージョン情報をメモリしていると共に、記録動作の際は、プリピット信
号デコーダ１４から供給されるプリピット情報からアドレス情報を取得し、当該アドレス
情報に対応するＤＶＤ－Ｒ３１上の位置に記録情報を記録するように情報記録再生装置全
体を制御する。また、ＣＰＵ１０は、再生動作の際は、ＤＶＤ－Ｒ３１に記録されている
記録情報を復調信号ＳDMから取得して外部のホストコンピュータに出力するように、情報
記録再生装置全体を制御する。
【００６７】
［情報記録処理］
次に、上述の情報記録装置による情報記録処理について図６のフローチャートを参照して
説明する。なお、以下の情報記録処理は、図５に示す情報記録装置のＣＰＵ１０が、予め
用意された所定の情報記録処理プログラムを実行することにより行われる。その際、ＣＰ
Ｕ１０は、後述するようにディスクのリードインエリアのコントロールデータゾーン又は
プリピット情報から図３又は図４に示すパートバージョン情報を取得するとともに、プリ
ピット情報から図４に示すコンパチビリティバージョン情報及びライトストラテジー情報
を取得することになる。
【００６８】
まず、ＣＰＵ１０は、当該情報記録装置にディスクが挿入されたことを検出すると（ステ
ップＳ１）、そのディスクからパートバージョン情報を取得する（ステップＳ２）。
【００６９】
次に、ＣＰＵ１０は、メモリ１０Ｍに記録された当該情報記録装置が情報記録を行う際の
記録規格を示す装置側バージョン情報を、ステップＳ２で取得したディスク側パートバー
ジョン情報と比較する（ステップＳ３）。両者が一致すれば、そのディスクは当該情報記
録装置による情報記録に適合したものであることがわかり、処理はステップＳ６へ進み、
パートバージョン情報が示す記録速度に対応するライトストラテジーを利用して情報の記
録を行う。
【００７０】
一方、両者が一致しない場合、ＣＰＵ１０はディスクからコンパチビリティバージョン情
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報を取得し（ステップＳ４）、それらを装置バージョン情報と比較する。装置バージョン
情報のバージョンが、ステップＳ４で取得されたコンパチビリティバージョン情報のいず
れかと一致する場合、ＣＰＵ１０は一致したバージョンに対応する記録速度のライトスト
ラテジーを図４に示すプリピット情報から取得し、ディスクに対して情報の記録を行う（
ステップＳ６）。
【００７１】
一方、装置側バージョン情報と一致するバージョン情報がコンパチビリティバージョン情
報中になかった場合、ＣＰＵ１０は当該ディスクをイジェクトし（ステップＳ７）、処理
を終了する。
【００７２】
こうして、情報記録処理においては、まず、装置側バージョンがディスクのパートバージ
ョンと一致するかを判定し、一致しない場合には、さらにコンパチビリティバージョン情
報に基づいて、当該ディスクに他の記録速度で情報記録ができないかを判定する。そして
、当該情報記録装置のバージョンと対応するコンパチビリティバージョン情報が当該ディ
スクに記録されている場合は、その記録速度に適合するライトストラテジーを利用して情
報を記録する。
【００７３】
［変形例］
図６を参照して説明した情報記録処理においては、まず、パートバージョン情報に基づい
て情報記録の可否を判定し、その結果、記録不能と判定された場合にコンパチビリティバ
ージョン情報に基づいて情報記録の可否を判定している。その代わりに、パートバージョ
ン情報に基づく判定を省略し、コンパチビリティバージョン情報のみに基づいて情報記録
の可否を判定するように装置を構成することも可能である。また、ステップＳ２でディス
クからパートバージョン情報を取得し、その後ステップＳ３でディスク側パートバージョ
ンと装置側バージョンが同一でない時のみ、ステップＳ４でディスクからコンパチビリテ
ィバージョン情報を取得するようにしているが、ステップＳ２でパートバージョン情報と
コンパチビリティバージョン情報を一度に取得するようにしても良い。
【００７４】
上記の実施形態においては、ＤＶＤ－Ｒ／ＲＷレコーダなどのＤＶＤ専用機を例示して説
明したが、本発明の情報記録装置又は情報記録再生装置は、例えばパーソナルコンピュー
タに付属するＤＶＤドライブによって実現することも可能である。その場合には、上述の
情報記録処理を実行するための情報記録制御プログラムをパーソナルコンピュータ上で実
行することにより、上述のＤＶＤ－Ｒ／ＲＷレコーダなどの専用機と同等の機能を実現す
ることができる。ユーザは、そのような情報記録制御プログラムをＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ
－ＲＯＭなどの記録媒体の形態で入手することもできるし、ネットワークなどの通信手段
を介してデータ通信により入手することもできる。
【００７５】
なお、上記の実施形態は、本発明をＤＶＤ－Ｒに適用した場合について説明したが、本発
明は同様に、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＷなどの他の記録媒体に適用することが
可能である。
【００７６】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、パートバージョン情報のみではなく、コンパチビ
リティバージョン情報を考慮して情報記録の可否を決定する。コンパチビリティバージョ
ン情報は、そのディスクに対して情報を記録可能な記録速度及びバージョン情報を示して
いるので、そのディスクに対して当該情報記録装置による記録が可能であるか否かを正確
に判断することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用したＤＶＤ－Ｒのディスク面の構造を示す図である。
【図２】ＤＶＤ－Ｒのプリピットの形成方法を示す図である。
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【図３】パートバージョン情報の記録位置及びビット割り当て例を示す図である。
【図４】コンパチビリティバージョン情報の記録例及びビット割り当て例を示す図である
。
【図５】情報記録装置の構成を示すブロック図である。
【図６】本発明による情報記録処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１　ピックアップ
２　モータ
３　スピンドルモータ
４　レーザ駆動回路
５　パワー制御回路
６　エンコーダ
７　インタフェース
８　再生増幅部
９　デコーダ
１０　ＣＰＵ
１１　基準クロック発生器
１７　位相比較器
３１　ＤＶＤ－Ｒ
３２　グルーブトラック
３３　ランドトラック
３９　基板
５２　リードインエリア
５３　リードアウトエリア
５４　コントロールデータゾーン
５６　ブックタイプ
５７　パートバージョン
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